
１　施設の概要

２　類似施設・近隣施設

指定管理者 株式会社フジヤマ・クオリティ

設置根拠
（法律、条例等）

山梨県立富士北麓駐車場設置及び管理条例

設置目的
富士山を来訪する観光旅行者の利便の増進を図るとともに、富士北麓地域の観
光の振興に資するため。

主な施設内容
（定員等）

○敷地面積　８８，７１０㎡（駐車場等　４４，２８０㎡）
○駐車場面積　３３，７２５㎡　　（1,400台）
　　　第１駐車場　１５，９３０㎡　（675台）
　　　第２駐車場　８，９３５㎡　　（339台）
　　　第３駐車場　６，１９０㎡　　（235台）
　　　第４駐車場　２，６７０㎡　　（110台）
○観光案内所・トイレ面積　１９８㎡
○バス乗降場、通路、浸透池等の面積　１０，３５２㎡

主な業務内容

１．施設及び設備器具の維持保全業務
　　駐車場施設及び設備器具の維持保全業務を行う。
２．富士北麓地域の観光案内業務
　　富士登山をはじめ、富士北麓地域を中心とした観光案内業務を行う。
３．マイカー規制期間中の駐車場の運営管理業務
　　スバルラインのマイカー規制期間中における臨時駐車場としての料金徴収など
の運営管理業務を行う。

名称
施設内容
利用状況等

山梨県立富士北麓公園

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成27年度事業分）

施設名 山梨県立富士北麓駐車場 所管課 観光部　観光資源課

所在地 富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-84
設置年月日

（改築年月日等）
平成23年7月1日
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３　利用状況 単位：台、％

４　指定管理業務の収支状況

人件費

334,776 306,000
30,736,776 30,708,000

平成26年度
平成27年度
（計画値）

平成27年度
（実績値）

平成28年度
（計画値）

0 0 0 0
31,871,000 30,402,000 30,402,000
374,904 306,000

32,245,904 30,708,000
7,247,633 6,558,000

40.3% 34.8%

施設利用料
指定管理者委託料

過去実績及びマイカー規制日数から積算（収入予算）

30,402,000
収
　
入

単位：円、％

利用率

その他
収入合計（A)

対25年度比 -

25,80229,922

24,886

-

0 0
21,101,857

外部委託比率（B÷C)
利用者一人当たりの経費 1,065.1 1,218.8 1,178.3 1,221.7

支
　
出

県への納付金
管理運営費
うち外部委託費（B)
支出合計（C)

収支差額（A-C) 3,896,414 628,000

7,314,288
0

6,558,000
0

22,981,842 23,522,000

628,000

23,522,000

57.8% 59.7% 54.6% 59.7%

16,555,405 17,954,000
30,296,130 30,080,000
440,646

16,375,041 17,954,000
28,349,490 30,080,000

利用者数合計

目標値

目標値設定の考え
方及びその理由

平成26年度 平成27年度
平成28年度
（目標値）

平成25年度

29,922 25,802

26,414 24,944利
用
者
数

駐車台数
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５　利用者満足度

単位：％

 

利用者の意見

冷水機を設置してほしい。
パンフレットが充実している。
トイレがきれいだった。

利用者の意見
への対応

（冷水機）H27.10.27に設置した。
（パンフ）今後も引き続き、パンフレット類を充実させていきたい。
（トイレ）今後も継続して施設美化につとめていきたい。

施設全般の満足度 71.3% 25.2% 2.4% 1.1%

職員の接客態度 78.2% 21.4% 0.3% 0.1%

施設整備の状況 72.5% 26.7% 0.5% 0.3%

満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満

料金 63.2% 35.2% 1.3% 0.3%

実施方法等
実施時期：平成27年4月～平成28年3月
実施方法：施設利用者へのアンケート
回答数：259人

調査項目
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６　評価結果

　引き続きコスト管理に努めるほか、効果
的な広告やグループ事業と協力した事
業展開などに取り組んでほしい。

利用者満足度

　アンケート回答者の９割以上に十分な
満足感を与えることが出来た。

　回答者の９割以上に十分な満足感を
与えることが出来た。対応可能な要望事
項は改善するなど更なる満足度の向上
に向け取り組んでほしい。

収支状況

　設備管理や当社グループのスケール
メリットを生かし徹底的なコスト管理を
行った結果、経費を圧縮することが出来
た。

運営業務

　事業計画書に基づき、予定どおりの運
営を行い、適正に業務を執行した。指定
管理特別委員会の助言を受けて、管理
棟にウォータークーラーを設置するな
ど、利用者の利便の向上に努めた。

　平成２７年度の指定管理特別委員会
では、指摘を受けた芝生の保護やイベ
ントの誘致など、引き続き報告を求めら
れているため、より積極的に業務に取り
組んでほしい。

利用状況

　富士山の世界遺産登録などにより富士
登山や五合目観光による利用者があり、
目標値を達成できた。

　富士山の世界遺産登録等により、富士
山観光が引き続き好調だった結果、予
定より多くの駐車台数を確保することが
できた。今後はマイカー規制期間中以
外の利用の促進にも取り組んでもらいた
い。

施設所管課の
指導事項に対す
る指定管理者の
対応状況

　第3駐車場の芝生の傷んだ部分について、平成27年9月に張り替えによる修繕を
行った。

自主事業

　自主事業計画書に基づきレンタサイク
ル事業を実施した。

　自主事業計画書（レンタサイクル）事業
を実施したが、より多くの利用が図れるよ
う努めてもらいたい。

運営目標の達
成状況

　平成27年度は指定管理の２年目であったが、当初の駐車台数見込み２４，９４４
台を上回る２５，８０２台の駐車があった。なお、駐車台数見込みは、県の歳入予算
として見積もったものである（駐車料金は直接県の歳入としているため）。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

　業務仕様書等に基づき、的確に管理・運営を行っている。特に、富士スバルライ
ンマイカー規制期間中の管理・運営では、連続５３日間にわたり、２４時間体制で、
駐車料金の徴収、交通誘導等の実施を円滑に運営した点は評価できる。
　平成27年度の指定管理特別委員会の指摘を受けて、第３駐車場の傷んだ芝生
部分の張り替えを行っているが、今後、芝生の保護や適正な維持管理に取り組ん
でほしい。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理業務

　第３駐車場はバス乗降場やトイレに近
いことから利用が集中しやすかったが、
平成２６年度からマイカー規制が３１日か
ら５３日に増えたことから、芝生舗装の修
繕が必要となった。平成２７年度に芝生
の張り替えを行ったところであり、芝生が
安定するまでは、駐車場としての使用は
控えるようにしたい。

　第３駐車場については、芝生舗装を保
護し、適正な維持管理に取り組んでほし
い。
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７　管理体制（組織図）

平成27年4月1日現在

1人

1人

（1人）

0人

0人

2人

4人

アウトドアリゾート事業部長

総務部長

観光案内所所長(アウトドアリ
ゾート部長兼務)

一般職員

非常勤職員

臨時職員

合計

アウトドアリ
ゾート事業部

長
1

総務部長 1
観光案内所所長
(アウトドアリゾート部長

兼務)

1

臨時職員 1

臨時職員 1
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